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大学生の環境意識に関する調査研究
―環境教育と食育に関する一考察―
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成果と今後の課題
上記の結果、今後、積極的に食育を推進するとともに、
環境保全教育の必要性について痛感させられる結果が得
られた。
多くの学生にとって、環境問題を学習する機会が非常
に少ないことが、何よりも問題である。学校はもちろん
社会が一丸となって、環境学習を今以上に積極的に進め
る必要があることを示している。
現在、日本の国土が荒廃しつつある。このことは地球
温暖化にも拍車をかけている。この主要な原因のひとつ
が、私たちの食生活にある。それらは、1980年以降、そ
れまで模範とされていた私たちの食生活（日本型食生
活）が、「洋風化」、「多様化」、「簡便化」、「外部化」が
進んで、激変したことによって起きている。つまり、①
畜産物・油脂類を多く食べるようになったこと、②西洋
野菜や中国野菜がごくふつうの存在になり、またハウス
栽培の普及で、多くの野菜が旬の時期以外にも出回るよ
うになったこと、③加工食品や調理済み食品を日常的に
使うようになったこと（食べること以外にしたいことが
たくさんある現代人は食材の購入から調理、食事、食器
洗い、食べ残しの廃棄に至る一連の過程をできるだけ簡
略化しようとする）、④世界中からおいしいもの、珍し
いものが恒常的に輸入されるようになったこと、であ
る。
大量の安価な輸入食材に依存した大量生産・大量消費
を支えるシステムができあがるとともに、こうした「農
と食の乖離」によって、消費者の農や食に対する意識の
低下へとつながり、食品の安全性に対する懸念や食品ロ
スとよばれる大量廃棄の問題が急浮上することになっ
た。
その結果、1980年代から先進諸国では共通して、自分
の栄養バランスをコントロールできない、規則正しい食
生活をおくれない、といった生活習慣病が顕在化してい
る。一方で、安価で豊富な輸入農水産物に圧迫されて、
日本農業は担い手が不足して耕作放棄地が出現するな
ど、衰退の一途をたどっている。「農の多面的機能」が
失われ、国土が荒廃しつつあるのである。さらにフー
ド・マイレージの増大と大量の食品廃棄物の焼却のため
に、二酸化炭素の排出に拍車をかけ、地球温暖化が加速
している。また食品廃棄物のたれ流しは水質をひどく汚
染するため、私たちは安全な水を飲めなくなるととも
に、浄水場や下水処理場の一層の稼働によって、二酸化
炭素の排出量が増大することにつながっている。
したがって、輸入に大きく依存した私たちひとりひと
りの食生活を変えることが、地産地消などの効果によっ
て、安全・安心な食を手に入れることにつながって健康
を改善するとともに、国内農業が活性化して国土を保全
することになる。つまり、食生活の改善が国土環境の保
全に直結していることを、筆者たち教育者はしっかりと
伝えていく使命がある。
このことは他の国々にもあてはまる。世界各国が民族
自立の基礎である食料自給率の向上に努め、そのある程
度の達成の上に立って初めて、真の意味での経済の国際
化が可能となる。私たちの浪費型の生産・消費のスタイ
ルを改め、途上国の資源収奪に依存した大量生産・大量
消費・大量廃棄の構造を転換していかなければならな
い。日本農業の発展を図ることは、輸出国の土地資源の
劣化を防ぎ、環境汚染をなくし、さらに途上国の貧困を
なくすことになる。これこそが真の国際貢献であろ
う1)。
本稿は、自宅通学生が対象であり、限界があることが
否めない。自宅外通学生については、今後の課題とした
い。
（注）
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